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まえがき
ヘッドホンという呼び方がいつ頃からだったのか確かなことはわからないが，
文献では昭和35年発行の日本オーディオ協会誌に，ステレオ・ヘッドホンという言
葉が出てくるから，この年あたりからそう呼ばれるようになったらしい。らしい，
といったのは現在発売中のヘッドホン？にも“レシーバ .ー. と書いてあるのがある
ヵヽら．． ．。
「ヘッドホ‘ノは1959年（昭34)頃まで受話器， レシーバー，イ ヤホンと呼ばれ，
放送モニタ 用ー， 無線通信用，電話用に使用され，今日のように音楽鑑賞用のヘッ
ドホ‘ノはなかった」（注 1)とあり，アマチュア・オーディオ・ハ｀ノドプック（注2)に
はヘッドホンはもちろん出てこない。この本の中のバイノ ーラルの項にはレシーバ
ーとある (1953年に cooklaboratoryが外側と内側にそれぞれの溝を作ったレコ ー
ドがある）。
新版のオーディオ・ハソドプック（注3)では，スピーカーシステムの一項と し
てヘッド十‘ノの解説があり オ ディオ ソト. .,、 フック （注1)でようやくヘッドホ
ンの章が設けられた。
このようなわけで，視聴覚室でヘ ッドホ‘ノによる演奏装置を作った昭和3牡F頃，
市販されているヘ ッドホ‘ノはほとんどなかった。それで当時放送局等でモニターに
使っていたものを使用したのだが， もちろんステレオではなくて，左右が直列に接
続されていた。いまのようなステレオ ・ヘ ッドホソ（音楽鑑煎用）が発売されたのは後
日のことで，いまはどうか？というと， 49社から 207種のヘ ッドホンが市販されて
ている（注4)。
1. ヘッドホン
ヘッドホンによる再生は，ステレオフォニックではなくバイノーラル再生で．．．
…..  といったことをいっても，実際には市阪のステレオ・レコードをヘッドホソで
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聴いているわけで，ヘッドホンはすべてバイノ ーラル ・レコ ードでとはいえないか
ら，ヘッドホンで聴いてもスピーカによる再生と同じようにならないか．．．．と，各
社で研究されているが，これで， といったものが出てこない。
私も何とか少しでもと，実験してみた。
たとえば，位相を180度変えた場合，ヘッドホソがまった＜逆相で駆動されて，
頭がなければ互いに打ち消して音は出ないはずだが，普通に聴いて位相を逆にして
も音は出る。ただ，部分的に音が移動したような感じになる。位相を連続的に変化
することができれば，もっともよい位置がみつかるかもしれない。
前から使用している Staxの真空管によるアソプ (SR-4S)で， P-K分割の出
カの左右をポリュ ームで接続，聴きながらそのボリュ ームを変えると，位相を変え
たのとはまた違った音の動きをする。
コンデンサー型ヘッドホンのユニットを 2ケ重ねて 2台のアンプで駆動，後方
のユニットの音量を変化させる。同相の駆動では単に音星が豊かになるだけ，後方
のユニットの位相を 180度変えると音像が少し移動する。次に後方ユニットの駆動
アンプを左右逆に接続し，後方のユニットの音墓を上げると同相ではしだいにモノ
に近くなる。位相を 180度変えた場合，音巌を上げるとある点で頭の中にあった音
像が少し前に出てくるように聴こえるが，これも聴く曲，音批によって違ってくる
ので，これも最良とはいえない。
‘これらのことは私の他の実験（ダミ ・ー ヘッドによる）でもそうで， 自分で録
音したとき，その実際の場面をよく見ているから，後で聴くとそのように聴こえた
りするのだが，他の人が聴いてもそのように聴こえない場合が多く，これは市阪の
バイノーラル・レコ ード（後頁参照）を聴いても，その解説に書いてあるようにすべて
聴こえるわけではない。
これはダミ ー・ヘ ッドの寸法とか，耳の間隔によるものらしく，やはりヘッド
ホンで聴く場合は“想像力をたくましくして聴く”のが一番よいのかもしれない。
ヘッドホンの場合，軽く目を閉じて聴くことが必要，視覚的な影怨が少なから
ずある丹羽久雄（注5)。
目を閉じればそこはもうコンサートホールの指定席（注6)。
いま私がヘッドホンについて望むのは，バイノーラル ・レコ ードだけでなく，
普通のレコ ードを聴いてもスピーカ再生によるのと同じに，違和感がなく前方定位
ができることです（バイノ ーラル ・レコードがすべてよいとはいえない）。
これらの実験はいずれも Staxのヘッドホンを使ってのことですが，他のヘッ
ドホンですと多少の違いは出てくるものと思われますが，最近の StaxのSR.Zに
ついては，バイノ ーラル的な面からも多くの利点があり，長く聴いても疲れないよ
うですが， このヘッドホンは構造上前面にもれる音が大きいのが欠点で，特に高音
のもれが大きくて，近くにいる場合気になるかもしれませんが， いずれにしても，
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開放型の場合多少の音は外にも出ますから，聴く専用の場合はよいとしても，語学
等のように聴きながら話す， といった場合は不向きかと思います。
2. アンプ
ヘッドホンの専用アンプ (StaxSR-4S, SRM-L他）の増幅度は約60dBあり ，最
大出力が 400V とした場合，入力は 400mVあればよいことになります。
いま使用している中間アンプの lOkHzでの歪は，出力 lVで 0.025%以下で
す（第1図）。いま，私の所ではこ
れ以下の歪の測定はできません
ので，これ以下とだけいえます。
歪については，一昔？前，真
空管を使っていた頃はo.1%の .6 
歪が測れれば充分で，その頃， . 4 
歪率計はアマチュアの手の出る
価格ではなかった。どうにかそ .2 
れらが測れる測定器を作ったと
きは， 0.01%の測定器が必要に .1% 
なり， 0.02%まで測れるものを .08 
作り，これで何とか測定してい
.06 
るうちに，いまは0.0002%が測 .04 
定できるものが発表されている
.03 
し，アンプの方もそれ以下のも ・,02 
のができるようになった。
この中間アンプも増幅度を • 4 • 6 1 V . 2 4 6 lOV 
増したりすればもっと少ない歪 第1図 ブリァ｀ノブ歪率特性
率のものができますが，増幅段を少なく， ・歪率を低く ，出カイソヒ゜ー ダンスを下
げ ...と慾ばって• ..'"O 
このアンプから出カケーブルによって各席に配線しているのですが，いま使っ
ている電話用のケープル (10対）は，各線間の容盈が約1,000-1, 800 pFあり（最も長
い所で約10m), このため出カイソビーダンスが高いと高域でのクロス ・トー クが問題
になります。このアソプの出カインピーダンスは約50Qですが，それでももっとも
悪い所でのクロス ・トー クは lOkHz で — 60dB ですので，他のチャンネルヘの混信
といったことはありませんが，でも，アンプにスピーカ駆動用のものを使用すると，
さらに20-30dB改善されますから，まだこのアンプの改良の余地はあります（第2
図）o
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第2図 ケー プル（電話用）線負荷によるブリ・ア‘ノブのクロス ・トー ク特性
（下の点線はメイソ・ァソプを使用した場合）
雑音歪率については．たとえばSN比が40dBの場合，この歪率は 1%であり，
考え方をかえれば，外部雑音が信号に対して大きければ，アソプの歪率がいくら低
くてもその外部雑音に左右されるということです。
ヘッドホンの出力が耳に入る場合，外部雑音がその入力と同じだったら歪率
100%, こんなことはありえないことですが，前記の 40dBで1%, 60dBで0.1%.
lOOdBでo.001%, そこで，実際のレコ ードでは，SNのよいレコー ドで， 50-60
dB程度です， ということはo.3-0.1%の雑音歪率ということになります。 これ
は単なる測定で，実際にはレコ ー ドのノイズは測定と違って耳につきやすい場合と
そうでない場合があり．歪率ですぐ良い悪い． といえるものでもありません。
これらのことを考えればヘッドホンは外部雑音をシャッ トアウトできる密閉形
の方が，ノイズの多い所では有利になりますが，聴く音量を大きくすれば相対的に
ノイズが小さく（外部）なったのと同じですが，ヘッドホソ用のアンプの歪率が低く，
出力が大きく (StaxSRM-1の場合最大出力 410V. 10 V出力時0.05%の歪），ヘ ッドホ‘ノも大
入力に耐えられるように改良されてくると．大音量で再生する場合が多くなり，湯
合によってはヘッドホンがこわれるか，鼓膜が破れるか？ といった問題もおこっ
てきます。
長時間大音量で聴くことによる難聴といったことに対しても考えなければなり
ません。
あとがき
ヘッドホン用レコード演奏装置を製作してより 20年過ぎましたが，その間の技
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術の進歩はめざましく，プレーヤーはリム・ドライプからベルト，ダイレクトと変
わり，アソプは真空管からトランジスタ，いまではトランジスタによる DCァンプ
があたりまえになっております。
測定器によるものでは限界といわれながらも，それらの違いを耳で確かめるこ
とができるのですから“耳はすべての測定器にまさる ”と もいえます。
これからも， より聴きやすい装置であるように， と思っております。最後にヘ
ッドホンに関する文献について，その後調べたものを含めて挙げておきます。何か
の参考になれば幸いです。
測定に使用した器機は次のとおりです。
アンプ ヤマノ、 B-2.
電圧計 菊水 161C, 163. 
発振器 NF設計プロック CR-107A, 菊水 418A, B. 
歪率計 NF設計プロック DM-151B, KM-03 (自作品）
シンクロスコ ープ トリオ cs—1570E, リーダー LB0-301. 
ォーディオテスタ 菊水 651.
（注）
1. オ ー ディオ ・ ハソドプック（昭5舷~) p, 261 オーム社
2. アマチュア・オーディオ・ハソドブック（昭31年）オーム社
3. 新版アマチュア・オーディオ・ハンドブック（昭43年）オーム社
4. Hi-Fiヘ ッドフォソのすべて ステレオサウソド別冊（昭53年）
5. オーディオピープル 昭53.9 p. 143. 
6. AKGヘッドホンの広告
く参考文献＞
オーディオ・ハンドプック オーム社 昭53年
Hi-Fiヘッドホンのすべて ステレオ ・サ ウソド 昭53年
雑誌＝ラジオ技術 ・無線と実験• 電波科学 ・オーディオピープル・日本音響学
会誌 •NHK技研月報
くバイノーラル ・レコード（テープ）〉
。オーディオ・テクニカル・レコ ー ト コロムビア XL-7001-3 
oプロフェショナル・シリーズ Vol. 13 東芝 LF-90003 
0 驚異の360°パノラマサウンド フォノグラム FDXー200
。慾異の360°パノラマサウンド パート 2 フィ リップス FDX—275 
。衝撃の実験／これがバイノ ーラルだ Vol. 1-2 ビクク ー VIBN-1-2 
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フム FDX-330 0 ドラムスナイト フォノク｀‘—
0 バイノ ーラルヘの招待 テイチク GM-1101 
0 バイノーラル・テストレコ ー ド ナボレックス 3ERs 403 
。怪談牡丹燈簡 ヒ‘‘クク ー RVL-7102 
0 バイノーラル・デモテープ ビクター DT-684 
くヘッドホン関係文献＞
ステレオはコソデソサー・レジーバーで（林尚武） ラジオ技術 昭35.1 
ステレオ・ヘッドホンについて（山本晴宗） 日本オーディオ協会誌 35.7 
SR-1の構造・ 性能と専用アンプの製作（林尚武） ラジオ技術 36.8 
モニタ用イヤ ーホンの改善（山本武夫） 放送技術 37.7 
ステレオ・ヘッドホンの特長（太田一穂） ラジオ技術 40.9-10 
コソデ‘ノサー・ヘッドホ‘ノ（丹羽久雄） 電波科学 41. 6 
コソデンサー・ヘッドホ‘ノ用アンプの試作（矢沢芳夫） 電波科学 41. 8 
両耳聴の心理物理（徴久雄） NHK技研月報 42.5 
ステレオ・ヘッドホソの構造と性能（山本武夫） 電波科学 45.11 
ヘッドホ‘ノの音と使用感（桜庭昭治） 電波科学 45.11 
接耳スピーカ、ンステム（小塩玄也） ラジオ技術 46.1 
ヘッドホ‘ノによる 4chステレオ聴取実験（倉矢納） ラジオ技術 46.3 
バイノ ーラル・レコ ー ド ラジオ技術 46.4 
ステレオ ・ヘッドホ‘ノのヒヤリングテスト（金子英夫） 電波科学 46.6 
バイノーラル ・ レコ ー ドをきく（小塩• 高城・乙部） ラジオ技術 46.6 
ステレオ・パー ツ研究室 あなたならどう聞く？ ステレオ芸術 46.10 
4ch用ヘッドホソ（小塩玄也） ラジオ技術 46. 12 
ステレオ・ヘッドホソの圧迫感はなにか ： ラジオ技術 46.12 
「クナベ•、ンステム」誕生録（田辺四郎） ラジオ技術 46.12 
ステレオ ・ヘッドホンのヒヤリソグテスト（金子英夫） 電波科学 47.9 
ヘッドホンの失敗のない選び方（長岡鉄男） 電波科学 47.9 
ステレオ・ヘッドホ‘ノの電気的特性について（山本晴宗） 電波科学 47.9 
最近のヘッドホ‘ノの構造とその動作（金田正一） 電波科学 47.9 
ヘッドホンにおける再生音のしくみ（藤田尚） 電波科学 47: 9 
ヘッドホ‘ノの盲点をつく（岡原勝） 電波科学 47.9 
ヘッドホソ（山本晴宗） 日本音磐学会誌 47.9 
椅子スピーカとヘッド・スピーカの製作（小塩玄也） ラジオ技術 48. 1 
4chヘッドホ‘ノ（太田一那） 電波科学 48.1 
4チャソネル・ステレオ音楊の方向定位（中林克己） NHK技研月報 48.1 
エレクトレット・ヘッドホ｀ノ（跡地• 青井） ラジオ技術 48.2 
4chヘッドホンの問題点をつく（岡原勝） ラジオ技術 48.4 
続 4chヘッドホ‘ノの問題点をつく（太田・山本）． ラジオ技術 48. 7 
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4chヘッドホソtこ期待する（岡原勝） ラジオ技術 48.9 
ダミ ・ー ヘッド・マイクを使った録音の実験（三浦稲敏） ラジオ技術 48.10 
ハイファイシソボジウム73:ラジオ技術臨時増刊 48.12 
ヘッドホン規格 録音のすべて ：（音楽之友） 48.11 
ヘッドホ‘ノの機能と選び方（神崎一雄） ステレオのすべて '74 48. 12 
コソデンサー・ヘッドホンを試聴する（小塩玄也） ラジオ技術 49.5 
「クナベ・ンステム」誕生録（田辺四郎） ラジオ技術 49.2 
ダミ ・ー ヘッド・マイク録音のレコ ー ドをきく（小塩・田辺）ラジオ技術 49.7 
バイノ ーラルでも音は前に出る（岡原勝） ラジオ技術 49.7 
ヘッドホソ，その現状と問題点を探る（小塩玄也） ステレオ芸術 49.8 
バイノ ーラル ・レコ ー ド（涌外情報）（小田間作志） 電波科学 49.9 
岡原勝氏にきく：ステレオ 49.9 
Sony ES REVIEW: Vol. 16 Summer'74 
みんなほんとうのステレオを聴いているのだろうか？（岡原・瀬川） ステレオ
サウンド秋 49. 10 
オーディオ・テクニカル・レコ ー ド：コ ロムビア XL-7002 
国内／海外製ヘッドホソの展望（岡原勝） 電波科学 49.11 
レコ ー ド音楽のためのオーディオ ・テ クニック入門（山崎訛） レコ ー ド芸術
47.3 
モノ ーラル盤をより正しくきくための一つの手引（岡俊雄） レコ ー ド芸術
49.3 
ステレオ・ヘッド ・マイク（小田間作志） 電波科学 50.2 
フル・オ ープソニア型ステレオ ・ヘッドホン CTXー1について（川島正仁） 無
線と実験 50.2 
ヘッドホン購座（山本晴宗） ラジオ技術 50 . 2~5 
全面駆動形ヘッドホンの特徴（松本・湯浅） ラジオ技術 50.2 
海外ヘッドホ‘ノ 7種の特性 ：ラ ジオ技術 50.5 
ヘッドホンとは何か？ （山本晴宗） ラジオ技術 50.5 
当世風ヘッドホンの上手な使い方（石田善之） ラジオ技術 50.5 
国内ヘッドホソ21機種の特性：ラジオ技術 50.6 
ヘッドホ‘ノと私（高城重身弓） ラジオ技術 50.6 
コソデンサ・ヘッドホ‘ノ（丹羽久雄） ラジオ技術 50.6 
小塩式ヘッドホソ MKIの発表 C小塩玄也） ラジオ技術 50.6 
「アソビエスホ｀ノ」の効果（小塩玄也） ラジオ技術 50.10 
ドイツ雑誌におけるヘッドホンの解析をみる ラジオ技術 50.10 
読者の研究（評者小塩玄也） ラジオ技術 .50.10 
バイノーラル (NBK資料第 1号） 日本バイノ ーラ ル研究会
ダミ ・ー ヘッドで録音する （石田菩之） ラジオ技術 50.12 
ヘッドホソ専用レコードを試聴して（小塩・ 石田） ラジオ技術 51. 2 
ダミ ー ・ヘッド録音の特徴と問題点（二階堂誠也） 電波科学 51. 3 
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NHKにおけるダミー・ヘ ッド録音とその実験（植田清孝） 電波科学 51.3 
普及形ダミ ー ・ヘ ッドマイク， RP—3280E の特徴（小暮拓世） 電波科学 51. 3 
アソビニンスフォソの試聴レポート（小林利之） 電波科学 51. 3 
最近のダミ ・ー ヘッド展望（岡原勝） 霞波科学 51. 3 
ステレオ音響の話題から（二階堂誠也） NHK技研月報 51. 4 
本格的ダミ ー・ ヘッドマイク（小荘・新保 • 藤井） 無線と実験 51. 4 
ヘッドホン用ロ ・ー プレソド回路の研究（渡辺賢次） ラジオ技術 51. 4~5 
バイノ ーラル ・サウンドの原理（岡原勝） ステレオ 51. 5 
ヘッドホン何がよいか？（岡原勝） オーディオビープル 51. 7 
アソビニンスホンの特徴（山田 ・菊地） ラジオ技術 51. 7 
私のバイノ ーラル録音再生方式のすすめと実際（西巻正郎） ラジオ技術 51.7 
ロ ・ー プレンド回路についての補足（渡辺授次） ラジオ技術 51. 7 
ヘッドホソ ・ガイド '76 岡原研究所
ヘッドホソの新しい世界 ステレオ 51. 9 
バイノ ーラル録再の楽しさ ラジオ技術 51. 9 
バイノ ーラル録再の実験（高橋三郎） ラジオ技術 51. 9 
バイノーラル・レコードを試聴する（小塩玄也） ラジオ技術 51. 9 
バイノ ーラル録音をたのしむこつ（石田善之） ラジオ技術 51. 9 
スピーカとヘッドホ‘ノを使った新しい音場再生への試み（倉矢納） ラジオ技術
51. 9 
音は耳の中をどのように伝わるか（田辺四郎） ラジオ技術 51. 9 
「バイノ ー ラルヘの招待」の特徴とその録音法（渡辺 • 小倉） ラジオ技術 51.9 
バイノ ーラル・ヘッドホソ・マイク（清水宏記） ラジオ技術 51. 9 
バイノ ーラル・レコ ー ド再生法アラカルト（和田則彦） 無線と実験 51.12 
バイノ ーラルの新しい考え，バイホニックについて（森寿矩） 無線と実験
51.12 
ステレオ・ヘッドホンの実験と試作（小松明） ラジオ技術 51. 12 
スピーカとヘッドホンを使った新しい音場再生への試み（倉矢納） ラジオ技術
52.2 
コンデンサ・ヘ ッドホ‘ノの特徴（丹羽久雄） ラジオ技術 52.2 
バイノ ーラル録音再生システムとその理論 ソニーESREVIEW Vol. 26 
バイホニック技術の原理と特徴（藤木五郎） 電波科学 52.3 
及川公生の音録り噺 電波科学 52.4 
ソニ ・ー ツミュレージョン ・ヘ ッドの特徴（天外伺郎） ラジオ技術 52.6 
BED遅延素子の音咽再生への応用（山田朋寿） ラジオ技術 52.7 
ヘッドホソ ・ガイド '77 岡原研究所
ニクセレン トパーツプリビュー（落合崩） オーディオピーブル 52.11 
A4/MK4の特徴（丹羽久雄） ラジオ技術 52.11 
エレクトレットの新技術（薬師寺 ・小林） ラ、ジオ技術 52.11 
学会だより（解路一種） ラジオ技術 53.3 
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ヘッドホソ用レコード旅泰装四(5)
オーディオずいそう（山本晴宗） ラジオ技術 53.3 
Hi-Fiヘッドホンのすべて ステレオサウンド別冊 53.3 
オーディオ時評（岡原勝） オーディオピ ープル 53.4 
学会だより（解路一種） ラジオ技術 53.7 
読者の研究（伊藤章） ラジオ技術 53. 7 
ォーディオハンドプック オーム社 53. 
ヘッドホン考現学（丹羽久雄） オーディオピープル 53.9 
ヘッドホン15機種のフルテスト（行方洋一） オーディオピ ープル 53.9 
ヘッドホンその歴史と測定（小田問作志） 電波科学 53.9 
偏見的現代オ ーディオ論（土屋赫） 週刊 FM 316号 54. 1 
学会だより（解路一種） ラジオ技術 54.1~2 
FM放送におけるバイノーラル収音と再生（辻本廉） 電波科学 54.2 
バイフォニック・ミキシング・サウソドってどんなもの？（森寿矩） オーディ
オピープル 54.4 
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